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研究成果の概要（和文）： 
 霊長類の生殖生理および配偶者選択におけるフェロモン作用やケミカルコミュニケーショ

ンについて調べた結果、チンパンジーの膣分泌物中のいくつかの物質が性皮の腫脹や月経周期

と同期することが分かった。また、同所飼育のニホンザルにおいては、月経周期の同調が見ら

れることが分かった。ニホンザルでは、射精を伴う交尾行動は排卵周辺期に限局されること、

妊娠したメスではその後も交尾行動が見られることが分かった。さらに、交尾行動が観察され

た時は、糞中および尿中 estrogen 代謝産物の値が高いことが確認された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Six low-grade fatty acids were identified from the mucus of vagina in chimpanzees and 
Japanese macaques. Some of them were synchronized with menstrual cycle and swelling of 
sexual skin. Moreover, menstrual cycle was synchronized with neighbors who live in same 
room in Japanese macaques. Copulation was related to secretion of estrogen and observed 
around ovulation period and in pregnant period in Japanese macaques.  
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１．研究開始当初の背景 

 国外では、生活空間を共有している女性の

月経が同調する寄宿舎効果や男性と一緒にい

る時間が長い女性ほど月経周期が短く、規則

正しいことが報告されており、ヒトでもフェ

ロモンが月経周期の調節に関与していること

が示唆された。また、齧歯類で交尾後 24 時

間以内に交尾相手のオス以外のオスと一緒に

すると妊娠が阻止される現象が報告されてい

る。このようにヒトの行動学的研究と齧歯類

における行動学的、神経内分泌学的研究が行

われているが、ヒト以外の霊長類では、ワオ

キツネザルの皮脂腺から出る分泌物をマーキ

ング行動や威嚇行動に用いる報告、タマリン

を用いた 行動実験による雌の排卵抑制が報

告されている。 また、チンパンジーでは同じ

グループの雌の発情同期が観察される一方で、

ワオキツネザルでは雌同士が 発情周期をず

らせる現象が報告されている。近年、齧歯類

やシバヤギを用いて神経内分泌学的な研究が

進められているものの、 サル類を用いた実験

は、申請者らのチンパンジーの膣分泌物中の

いくつかの物質が性皮の腫脹や月経周期と同

期する報告以外はない。 

 
 
２．研究の目的 

 動物の行動における嗅覚の役割は非常に

大きい。とくに、生殖機能に嗅覚が重要な役

割を担っていることは、生態学的にも実験行

動分析によっても広く知られている。マウス

などのモデル動物ではフェロモン物質やそ

の受容体が同定されているのに比べ、霊長類 

においては 1970 年頃のアカゲザルを用いた

いくつかの報告があるが、受容機構、情報処 

 

理機構、生殖生理現象調節機構いずれも解明

が遅れている。とくに、嗅覚に受容される「匂

い」のうち、同種他個体間の化学信号として

用いられているフェロモン物質の生殖生理

現象調節機構については、未だ明らかで な

い。本研究では、「匂い」分子の同定を足が

かりとして、霊長類の生殖生理現象における

「匂い」の役割を解明することを目的とする。 

 
 
３．研究の方法 

(1)メス・オス間の匂いによる化学交信 

①行動実験 

正常月経周期各期における行動実験 

成熟メスチンパンジーおよびマカクザルの尿

中生殖関連ホルモンを測定し、月経周期を調

べる。オスと同居させ、行動を記録する。 

②分析実験 

上記の行動実験の際に、メスの膣および膣周

辺分泌物を採取、分析する。 

 

(2)メス・メス間の匂いによる化学交信 

①月経周期の同期化 

同所的に生活している成熟メスについて、尿

中生殖関連ホルモンを測定し、月経周期を調

べる。 

②排卵の同期化 

メスに、別のメスの膣および膣周辺分泌物を

嗅がせる。尿中生殖関連ホルモンを測定し、

月経周期の変化の有無について調べる。 

 

４．研究成果 

(1)正常性周期各期における行動とその解析 

 実験に先立ち、チンパンジーの性周期を確



認するために、尿中 LH、estrogen および

progesterone 代謝産物など、各種生殖関連ホ

ルモン動態を測定するための酵素免疫測定

法の開発を行った。さらに野生における交尾

行動の意義とそのホルモン動態を調べるた

めに野外における糞および尿サンプル採取

および保存法の確立を行った。これらの方法

により尿中LH、estrogenおよびprogesterone

代謝産物、糞中estrogenおよびprogesterone

代謝産物が測定可能となり、本法を用いて測

定を行った結果、血中動態と相関することが

明らかとなった。 

ニホンザルおよびカニクイザルの糞、尿中ホ

ルモン代謝産物の測定は既に我々により確

立している。 

 

(2)膣分泌物中脂肪酸の変動 

 チンパンジーの膣分泌物を採取し、分析を

行ったところ、酢酸、プロピオン酸、ブチル

酸、イソブチル酸、吉草酸が確認された。こ

のうち酢酸とプロピオン酸は月経周期にお

ける個体差が大きいことが分かった。ブチル

酸、イソブチル酸、吉草酸は、個体差はない

が周期による差があった。とくにイソブチル

酸は、排卵期ではない時には低く、排卵周辺

に高い傾向が見られた。 

ニホンザルにおいても同様に膣分泌物中の

イソブチル酸が排卵周辺に高い傾向が見ら

れた。 

 

(3)ニホンザルにおける月経周期の同期化 

 同一屋内飼育室にて飼育されているニホ

ンザルおよびカニクイザルにおいて、ヒトで

報告のある寄宿舎効果、すなわち月経周期の

同調が見られることがわかった。尿中生殖関

連ホルモン測定結果からも、月経周期が同期

していることが確認された。またその現象は

背中合わせにケージが位置し、視覚的に遮断

され、直接相手の姿を見ることが出来ない場

合でも同じ結果であった。 

 

(4) 正常月経周期における交尾行動 

 当初予定していた個別飼育ケージ内のニ

ホンザルの交尾は単純には行われないこと

が分かり、野猿公園での観察に計画を変更し

た。繁殖期に野猿公園のニホンザルの交尾行

動の観察ならびに糞の採取を行った。得られ

た糞を用いて生殖関連ホルモン量を測定し、

性行動発現との関連について調べた。その結

果、射精を伴う交尾行動は排卵周辺期に見ら

れること、妊娠したメスではその後も交尾行

動が見られることが分かった。さらに、生殖

関連ホルモン動態から交尾行動が観察され

た時は、estrogen および progesterone 代謝

産物の値が高いことが確認された。 

 

(5)妊娠に至らない時期での交尾行動 

 繁殖期に野猿公園のニホンザルにおいて、

メス・メス間の交尾行動が頻繁に観察される

ことが分かった。これらの個体の糞中生殖関

連ホルモン量を測定し、性行動との関連につ

いて調べたところ、estrogen 代謝産物の値が

高く、卵胞発育が推察される時期に性行動が

みられること、しかし、estrogen 代謝産物の

ピークにはメス・メス間ではなくオスとの交

尾を行っていることが観察された。 
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